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(57)【要約】
履物物品は、屈曲ゾーンによって分離または規定された
アウトソール底面領域間の相対的運動を可能にする屈曲
ゾーン(210、212、214、216、218)を有するアウトソー
ル(103)を含むソール構造(102)を含む。そのような相対
的運動は、領域の中にある選択されたトラクション要素
またはトラクション要素の組み合わせと共に、ゴルフな
どのある特定の活動に通常付随する多数の動作に必要と
されるトラクションおよび安定性を提供するように働く
。外側トウ領域A、内側トウ領域B、前方外側フォアフッ
ト領域C、および前方内側フォアフット領域Dの少なくと
も2つは複数のフィントラクション要素(290)を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アウトソールを含むソール構造を含む履物物品であって、アウトソールが、
　アウトソールの外側から内側へと横方向に伸びている第一の屈曲ゾーン;および
　第一の屈曲ゾーンと交差しており、かつアウトソールの少なくともトウ領域から少なく
ともミッドフット領域へと縦方向に伸びている、第二の屈曲ゾーン；
　ヒンドフット(hindfoot)領域を前方外側ヒール領域、前方内側ヒール領域、後方外側ヒ
ール領域、および後方内側ヒール領域に分ける、交差している複数のヒンドフット屈曲ゾ
ーン
を含み、
　第一の屈曲ゾーンおよび第二の屈曲ゾーンが、アウトソールの内側周縁部または外側周
縁部と共に、少なくとも外側トウ領域、内側トウ領域、前方外側フォアフット領域、およ
び前方内側フォアフット領域を規定し、かつ
　該外側トウ領域、該内側トウ領域、該前方外側フォアフット領域、および該フォアフッ
ト内側フォアフット領域の少なくとも2つが複数のフィントラクション要素を含む、
履物物品。
【請求項２】
　外側トウ領域および前方内側フォアフット領域が複数のフィントラクション要素を含む
、請求項1記載の履物物品。
【請求項３】
　アウトソールの周縁部を越えて伸びている少なくとも1つの側方に伸びているフィント
ラクション要素をさらに含む、請求項2記載の履物物品。
【請求項４】
　少なくとも1つの側方に伸びているフィントラクション要素がアウトソールの近接周縁
部を越えて伸びており、近接周縁部が前方内側フォアフット領域に接している、請求項3
記載の履物物品。
【請求項５】
　少なくとも2つの側方に伸びているフィントラクション要素を含む、請求項3記載の履物
物品。
【請求項６】
　履物物品が直立位置にある場合、第一の側方に伸びているフィントラクション要素が実
質的に水平に伸びており、第二の側方に伸びているフィントラクション要素が、第一の側
方に伸びているフィントラクション要素に隣接し、かつ水平線から下向きに傾斜した角度
で伸びている、請求項5記載の履物物品。
【請求項７】
　2つの側方に伸びているフィントラクション要素がアウトソールの近接周縁部を越えて
伸びており、近接周縁部が前方内側フォアフット領域に接している、請求項5記載の履物
物品。
【請求項８】
　第一の側方に伸びているフィントラクション要素がアウトソールの近接周縁部を越えて
伸びており、近接周縁部が前方内側フォアフット領域に接しており、第二の側方に伸びて
いるフィントラクション要素がアウトソールの近接周縁部を越えて伸びており、近接周縁
部が前方外側フォアフット領域に接している、請求項5記載の履物物品。
【請求項９】
　外側トウ領域、内側トウ領域、前方外側フォアフット領域、および前方内側フォアフッ
ト領域より選択される少なくとも1つの領域がフィントラクション要素を含まない、請求
項1記載の履物物品。
【請求項１０】
　内側トウ領域および前方外側フォアフット領域がフィントラクション要素を含まない、
請求項9記載の履物物品。
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【請求項１１】
　少なくとも1つの領域が、フィントラクション要素を含まず、スパイクトラクション要
素、隆起トラクション要素、およびその組み合わせより選択される別のタイプのトラクシ
ョン要素のうち1つまたは複数を含む、請求項9記載の履物物品。
【請求項１２】
　少なくとも1つの領域が、フィントラクション要素を含まず、3つ以上の円周スパイクト
ラクション要素を含む、請求項11記載の履物物品。
【請求項１３】
　複数の円周スパイクトラクション要素の少なくとも1つが複数のフィントラクション要
素の全てを上回る高さまで伸びている、請求項12記載の履物物品。
【請求項１４】
　内側トウ領域および前方外側フォアフット領域がそれぞれ、少なくとも3つの円周スパ
イクトラクション要素を含む、請求項11記載の履物物品。
【請求項１５】
　内側トウ領域および前方外側フォアフット領域が複数の隆起トラクション要素をさらに
含む、請求項14記載の履物物品。
【請求項１６】
　少なくとも1つの領域が、フィントラクション要素を含まず、複数の隆起トラクション
要素を含む、請求項11記載の履物物品。
【請求項１７】
　複数の隆起トラクション要素の少なくとも2つが、ある領域の縁に近接し、縁が屈曲ゾ
ーンによって規定される、請求項16記載の履物物品。
【請求項１８】
　外側トウ領域、内側トウ領域、前方外側フォアフット領域、および前方内側フォアフッ
ト領域の少なくとも1つが、複数のフィントラクション要素を含み、複数の隆起トラクシ
ョン要素をさらに含む、請求項1記載の履物物品。
【請求項１９】
　複数の隆起トラクション要素の少なくとも1つが、ある領域の縁に近接し、縁が屈曲ゾ
ーンによって規定される、請求項18記載の履物物品。
【請求項２０】
　アウトソールが、アウトソールの外側から内側へと横方向に伸びておりかつ第一の屈曲
ゾーンに比べてトウ端部から離れている第三の屈曲ゾーンをさらに含み、第三の屈曲ゾー
ンが、第二の屈曲ゾーンと交差しているが、第一の屈曲ゾーンとは交差しておらず、第一
の屈曲ゾーン、第二の屈曲ゾーン、および第三の屈曲ゾーンが、アウトソールを少なくと
も外側トウ領域、内側トウ領域、前方外側フォアフット領域、前方内側フォアフット領域
、後方外側フォアフット領域、および後方内側フォアフット領域に分ける、請求項1記載
の履物物品。
【請求項２１】
　後方外側フォアフット領域および後方内側フォアフット領域が少なくとも3つの円周ス
パイクトラクション要素を含む、請求項20記載の履物物品。
【請求項２２】
　後方外側ヒール領域および後方内側ヒール領域が複数のフィントラクション要素を含む
、請求項1記載の履物物品。
【請求項２３】
　前方外側ヒール領域および前方内側ヒール領域が少なくとも3つの円周スパイクトラク
ション要素を含む、請求項1記載の履物物品。
【請求項２４】
　少なくとも第一の屈曲ゾーンがアウトソールの外側から内側まで完全に伸びている、請
求項1記載の履物物品。
【請求項２５】
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　アウトソールを含むソール構造を含む履物物品であって、アウトソールが、
　アウトソールの外側から内側へと横方向に伸びている第一の屈曲ゾーン;および
　第一の屈曲ゾーンと交差しており、かつアウトソールの少なくともトウ領域から少なく
ともミッドフット領域へと縦方向に伸びている、第二の屈曲ゾーン;
　アウトソールの外側から内側へと横方向に伸びておりかつ第一の屈曲ゾーンに比べてト
ウ端部から離れており、第二の屈曲ゾーンと交差しているが、第一の屈曲ゾーンとは交差
していない、第三の屈曲ゾーンであって、第一の屈曲ゾーン、第二の屈曲ゾーン、および
第三の屈曲ゾーンが、アウトソールを外側トウ領域、内側トウ領域、前方外側フォアフッ
ト領域、前方内側フォアフット領域、後方外側フォアフット領域、および後方内側フォア
フット領域に分ける、第三の屈曲ゾーン；
　ヒンドフット領域を前方外側ヒール領域、前方内側ヒール領域、後方外側ヒール領域、
および後方内側ヒール領域に分ける、交差する複数のヒンドフット屈曲ゾーン
を含み、
　外側トウ領域および前方内側フォアフット領域が複数のフィントラクション要素を含み
、内側トウ領域、前方外側フォアフット領域、後方外側フォアフット領域、および後方内
側フォアフット領域がフィントラクション要素を含まず、かつ
　後方外側ヒール領域および後方内側ヒール領域が両方とも複数のフィントラクション要
素を含み、前方外側ヒール領域および前方内側ヒール領域がフィントラクション要素を含
まない、履物物品であって、
　少なくとも1つの側方に伸びているフィントラクション要素をさらに含む、履物物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本願は、2013年2月4日に出願された米国非仮出願第13/758,504号、2012年8月1日に出願
された米国非仮出願第13/564,587号、および2012年8月1日に出願された米国非仮出願第13
/564,605号に係る優先権を主張する。これらの開示は参照により本明細書にはっきりと組
み入れられる。
【背景技術】
【０００２】
背景
　「アウトソール」は、靴のソール構造の最下部を説明するためにしばしば用いられる用
語である。アウトソールまたはアウトソールの様々なパーツは、典型的には、靴の装用者
が立っている時に、または装用者が歩いているか、もしくはそのほか地面に対して動いて
いる時に地面に接触する。スポーツおよび他の活動において、人の足の位置は、ある範囲
の異なる身体動作の間に、その人の体重を適切に支える、および/または移動するように
必要に応じて大きく変化する可能性がある。スポーツなどのある特定の活動に関連した、
あるタイプの動作の間のパフォーマンスを高めるよう設計されたアウトソールは、その活
動に関連した異なるタイプの動作に対して理想的でない可能性もある。例えば、いくつか
のタイプのアウトソール要素は、靴装用者が歩いているか、または様々なタイプの表面お
よび勾配を行き来する時にトラクションおよび/または安定性の増大に役立つ可能性があ
る。しかし、これと同じタイプの前へ推し進める効果を必要とせず、その代わりに効果的
な体重移動効果を必要とする他の活動を行う時にも同じ靴が装用される可能性がある。歩
行中に経験する動作とは異なる身体動作を伴う、他の活動の間に、この身体動作に特有の
アウトソール要素によって装用者の足を安定させることが望ましい場合がある。
【０００３】
　ゴルフは、人の足が異なるタイプの動作を繰り返し経験し、様々な体位を支えなければ
ならない活動の一例である。ゴルファーは歩行に多くの時間を費やすことがある。この歩
行の大部分は、平坦でない表面、湿気があるために滑ることがある表面、および／または
砂などのざらざらした表面を含む、表面の感じが大きく変化する表面上で行われる可能性
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がある。したがって、様々な表面を横断する時にはトラクションを増やすことができるア
ウトソール要素を含むことが望ましい場合がある。だが加えて、クラブをスイングするた
めにゴルファーが用いるテクニックはゴルファーの成功全体の主な決定要因である。この
点について、正しい足の配置、動き、安定性、およびトラクションはゴルフスイングの重
要な全側面である。ゴルフクラブをスイングする動作に必要な動作と比較して歩行動作に
必要な足の配置に根本的な違いがあるために、ゴルフコース歩行中にトラクションを増や
すアウトソールは、ゴルフクラブのスイング中に装用者の足を安定させるのに最良ではな
い可能性がある。
【発明の概要】
【０００４】
概要
　この概要は、後述の詳細な説明においてさらに説明する、選択されたいくつかの概念を
、簡素化した形式で紹介するために提供される。この概要は、本発明の重要なまたは本質
的な特徴を特定することを意図するものではない。
【０００５】
　本明細書に記載のアウトソールは、装用者が、ある特定の活動に伴う多数の異なる動作
を行う時に望ましい程度の足のトラクションおよび/または安定性を提供するために、単
独でまたは組み合わせて働く多数の特徴を含む。アウトソールのこれらの特徴は様々なタ
イプの複数のトラクション要素を含んでもよい。これらのトラクション要素は、アウトソ
ールまたはその一部が地面に接触する時にトラクション要素が草、砂、または他の地面の
物質に入り込んで、トラクションを増大し、靴装用者の足の安定性を高めることができる
ように、アウトソールの1つまたは複数の平坦な基底面から外向きに伸びていてもよい。
以下でさらに詳細に説明するように、異なるトラクション要素タイプが異なる条件下でト
ラクションおよび足の安定性を増大するように構成されている。
【０００６】
　望ましい場所での厚みを変えるために、および/もしくはそのほかアウトソール底部の
内側周縁部または外側周縁部と組み合わせて、他の領域の動きとは相対的に独立して曲が
ることができるか、もしくは動くことができるアウトソール領域(例えば、アウトソール
底面の部分に対応する部分)を規定するために、様々なトラクション要素に加えて屈曲ゾ
ーンなどの他の特徴が、例えば、深い「サイプ(sipe)」の形でアウトソールに組み込まれ
てもよい。従って、以下でさらに詳細に説明するように、屈曲ゾーンは協力して、トラク
ションの分離された領域、すなわち、互いに切り離された様々なトラクション要素を有す
る領域を提供することができる。特定の態様において、アウトソールが薄くなったゾーン
を作り出すために、広がった屈曲ゾーンが、アウトソール底面の周囲の平面区域に対して
「刻まれて」いてもよく、または凹んでいてもよい。歩行またはゴルフクラブスイングの
通常動作に付随するアウトソールにかかる応力によって、アウトソールは、そのような薄
くなった屈曲ゾーンに沿って優先的に屈曲するか、または曲がり、それによって、屈曲ゾ
ーンによって分離または規定されたアウトソール底面の領域間での相対的運動が可能にな
る。そのような相対的運動は、領域の中にある選択されたトラクション要素またはトラク
ション要素の組み合わせと共に、ゴルフなどのある特定の活動に通常付随する多数の動作
に望ましい支えおよびトラクションを提供するように働く。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　同様の要素に同様の符番が付された添付の図面に、いくつかの態様を限定としてではな
く例示として示す。
【０００８】
【図１】一部の態様に従う履物物品の外側側面図である。
【図２】図1の履物物品のアウトソールの底面図である。
【図３】図2に図示したアウトソールの前部の拡大底面図である。
【図４】図2に図示したアウトソールの露出した内側側面の前部の拡大図である。
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【図５】着脱可能なクリートと係合するのにレセプタクル(receptacle)が用いられる、別
の態様に従うアウトソールの底面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
詳細な説明
　アウトソールが屈曲ゾーンにおいて薄くされる程度は、屈曲ゾーンによって囲まれた異
なる領域が独立して動くことができる程度に関連し、深さ寸法で表すことができる。屈曲
ゾーンの深さは、屈曲ゾーンに近接するアウトソール底面の概ね平面の部分の高さに対し
て測定される。屈曲ゾーンを作り出すためにアウトソール材料が除かれていなければ、こ
の概ね平面の区域は屈曲ゾーン区域においてアウトソール材料の表面を含む。概ね平面の
区域はアウトソールプレートの表面区域に対応してもよい。一部の態様において、屈曲ゾ
ーンの最大深さは少なくとも約3mm(0.12in)、例えば、約5mm(0.20in)～約15mm(0.59in)で
ある。この最大深さはアウトソールの最大厚さの約10％～約95％、例えば、約25％～約50
％でもよく、それによって、ある特定の屈曲ゾーンにおいてアウトソールを大幅に「薄く
」してもよい。他の態様において、屈曲ゾーンの部分の全てが完全にアウトソールを通っ
て伸び、ミッドソールの一部を露出してもよい。
【００１０】
　屈曲ゾーンの深さは一定でもよく、屈曲ゾーンは、例えば、中心長さ区画(central len
gth section)において最大深さを有し、外側長さ区画(outer length section)(または自
由端(free end))において深さが浅くなってもよい。一部の態様において、外側長さ区画
において屈曲ゾーンの深さは、先細りになるか、または概ね平坦な近接区域の中に「消失
する(disappear)」ように本質的に0まで減少してもよい。他の態様において、屈曲ゾーン
は完全に1つまたは2つの周縁部まで伸びていてもよく、例えば、アウトソール底面の端か
ら端まで内側端部から外側端部まで伸びていてもよい。そのような態様において、底面端
部における屈曲ゾーンの特徴、特に、その深さはアウトソールの側面において見える場合
がある。
【００１１】
　屈曲ゾーンの長さは、典型的には、アウトソール底面の平面区域に沿って測定される最
も長い寸法であり、アウトソール底面の下には屈曲ゾーンが凹んでいる。屈曲ゾーンが複
数のセグメントからなる場合、その長さは、この平面区域に沿って測定される、そのセグ
メントの全ての全長である。しかしながら、概して、屈曲ゾーンは、まっすぐな部分およ
び/または湾曲した部分を有する1つの広がったセグメントを含む。屈曲ゾーンの長さは、
通常、下記のフィントラクション要素および隆起トラクション要素の両方を含むトラクシ
ョン要素の長さよりかなり長い。例えば、最も長い屈曲ゾーンの長さは、最も長いトラク
ション要素の長さの約2倍以上、例えば、約3倍～約8倍または約4倍～約7倍でもよい。
【００１２】
　屈曲ゾーンの代表的な長さは約2cm(0.79in)より長く、例えば、約3cm(1.18in)～約25cm
(9.8in)であり、多くの場合、約5cm(2.0in)～約20cm(7.9in)である。屈曲ゾーンの幅は、
その長さに対して直角に測定され、屈曲ゾーンの長さにわたって本質的に一定のままでも
よく、変化してもよい。屈曲ゾーンの代表的な平均幅は、これらの屈曲ゾーンによって分
離される、または少なくとも部分的に規定されるアウトソール表面の別個の領域間の平均
距離に対応してもよく、約2mm(0.079in)より広く、例えば、約3mm(0.12in)～約15mm(0.59
in)である。屈曲ゾーンのこれらの寸法(長さ、幅、および深さ)によって、1つまたは複数
の屈曲ゾーンはアウトソール表面の様々な領域を効果的に分離することができる。従って
、以下でさらに詳細に説明するように、これらの分離された領域およびこの中に配置され
た関連するトラクション要素は相対的に独立して動くことができる。
【００１３】
　少なくとも一部の態様において、履物物品のアウトソールは、装用者が横断している表
面および/または装用者が活動を行っている表面に接触する様々なトラクション要素を含
む多数の特徴を含む。アウトソールの異なる領域が、数および/または種類の点で異なる
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トラクション要素を含んでもよい。しかしながら、重要なことに、トラクション要素の配
置は、アウトソール底部の内側周縁部または外側周縁部によって囲まれた領域に限定され
ず、一部の態様では、例えば、ゴルフスイングの実行に伴う体重移動中に装用者の足が「
回転する(roll)」時にトラクション、安定性、および支えを提供するために、アウトソー
ルの露出した内側側面および/または外側側面から伸びていてもよい。そのような動作の
間(例えば、フォロースルーの間)少なくとも一時的に、アウトソール底面の周辺部の外に
あるトラクション要素は、履物物品に特徴的な望ましいパフォーマンスを果たすように地
面に接触してもよい。
【００１４】
　アウトソール底面の領域の中で用いられ得る(例えば、広がった屈曲ゾーンによって少
なくとも部分的に規定される)トラクション要素の例には、一段高いトラクション要素、
例えば、フィントラクション要素、隆起トラクション要素、およびスパイクトラクション
要素が含まれる。フィントラクション要素は、アウトソールの領域の中で長さ方向(例え
ば、トウ-ヒール方向または外側-内側方向)に伸びていてもよく、アウトソール底部の屈
曲ゾーンおよび/または周縁部(内側もしくは外側)によって少なくとも部分的に規定され
るアウトソール底面のある特定の領域の完全に中にあることが多い。好ましくは、フィン
トラクション要素は、アウトソール底部の屈曲ゾーンまたは周縁部(内側もしくは外側)に
近接した、または概ね位置が合わされた長さ方向に伸びていない。
【００１５】
　隆起トラクション要素は、ある長さ方向に伸びている少なくとも1つの周辺セグメント
、および別の長さ方向に伸びている少なくとも1つの関連する横断セグメントを含んでも
よい。例えば、横断セグメントはアウトソールを横切って概ね横方向に(すなわち、装用
者の足の幅の一部にわたり外側-内側方向に)伸びていてもよく、これに対して、周辺セグ
メントは概ね縦方向に(すなわち、装用者の足の長さの一部にわたりトウ-ヒール方向に)
伸びていてもよい。周辺セグメントは、アウトソールの屈曲ゾーンおよび/または内側周
縁部もしくは外側周縁部に近接し、かつ概ね位置が合わされた長さ方向に伸びていてもよ
い。特定の態様において、隆起トラクション要素の周辺セグメントおよび横断セグメント
は両方とも、アウトソールの屈曲ゾーンおよび/または内側周縁部もしくは外側周縁部に
近接し、かつ概ね位置が合わされた長さ方向に伸び、それによって、アウトソール底面の
領域の少なくとも2つの縁(またはその一部)に沿って長さ方向に伸びていてもよい。
【００１６】
　フィントラクション要素または隆起トラクション要素の長さは、典型的には、フィント
ラクション要素または隆起トラクション要素が隆起しているアウトソール底面の平面区域
に沿って測定される最も長い寸法である。フィントラクション要素または隆起トラクショ
ン要素が複数のセグメントからなる場合、その長さは、この平面区域に沿って測定される
、そのセグメントの全ての全長である。しかしながら、概して、フィントラクション要素
は、まっすぐな部分および/または湾曲した部分を有する1つの広がったセグメントを有す
るのに対して、隆起トラクション要素は、そのような2つの広がったセグメントを有する
。概して、フィントラクション要素および隆起トラクション要素の長さはスパイクトラク
ション要素などの他のタイプのトラクション要素の長さより長い。フィントラクション要
素および隆起トラクション要素の代表的な長さは約3mm(0.12in)より長く、例えば、約5mm
(0.20in)～約20mm(0.79in)である。これらの長さによって、1つまたは複数のフィン要素
および/または隆起要素は、特に、ゴルフクラブのスイングに関与する体重移動に伴う足
動作の間に、貫通可能な表面(例えば、土)の上で安定性を提供することができる。
【００１７】
　フィントラクション要素および/または隆起トラクション要素の少なくとも一部、場合
によっては全ての高さが、これらの要素の長さの全てまたは一部にわたって減少してもよ
い。これらのトラクション要素の高さは、履物物品が垂直に置かれた時に、トラクション
要素に近接するアウトソール底面の概ね平面の区画に対する下向き突出部の寸法を指す。
フィントラクション要素の場合、その高さがその長さの一部にわたって減少する1つの例
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では、この要素は、フィントラクション要素の中心長さ区画が外側長さ区画に対してかな
りの程度まで下向きに突出し、それによって、貫通可能な表面(例えば、土)を装用者の重
みでかなりの深さまで貫通する能力を有するように、湾曲した突き出た形状を有する。同
様に、隆起トラクション要素の場合、その高さがその長さの一部にわたって減少する1つ
の例では、この要素は、隆起トラクション要素の中心長さ区画、すなわち、周辺セグメン
トと関連する横断セグメントとの間の交点に近接する区画が、この交点から離れている外
側長さ区画に対してかなりの程度まで下向きに突出するように、湾曲した突出する形状を
有する。従って、フィントラクション要素または隆起トラクション要素の中心長さ区画は
、そのようなトラクション要素の最大高さの区画に対応してもよい。一部の態様において
、トラクション要素が先細りになるか、または概ね平坦な近接区域の中に「消失する」よ
うに、フィントラクション要素または隆起トラクション要素の外側長さ区画において高さ
は本質的に0まで減少してもよい。フィントラクション要素または隆起トラクション要素
の代表的な最大高さは約2mm(0.079in)より高く、例えば、約3mm(0.12in)～約10mm(0.39in
)である。概して、フィントラクション要素および/または隆起トラクション要素は、土な
どの軟らかい表面に容易に貫通できるように、1セント銅貨の端部面のように平らである
か、またはそのほかナイフの端部のように鋭利な上面を作り出すように先細りになってい
る滑らかな上面を有する。他の態様において、フィントラクション要素および/または隆
起トラクション要素は、25セント銀貨の端部面のように縁に縦溝のついた上面、またはそ
のほか望ましい程度のトラクションおよび/もしくは土への貫通を提供するようにぎざぎ
ざした、もしくはのこぎり状の歯のある上面を有してもよい。さらに他の態様において、
滑らかであるが波状の上面が用いられてもよい。
【００１８】
　一部の態様において、アウトソールはさらなるタイプのトラクション要素を含んでもよ
く、これらの一部または全てが、アウトソール底部の屈曲ゾーンおよび/または周縁部(内
側もしくは外側))によって少なくとも部分的に規定されるアウトソール底面の領域に位置
してもよい。代表的なトラクション要素は、トラクション要素に近接するアウトソールの
平面区域を含む面に、またはかなりの高さがあり、かつトラクション要素に近接するアウ
トソールの平面区域と平行な面に、例えば、円形、楕円形、多角形(例えば、正方形など
の四角形)、または丸みのある多角形の横断面区域を有するスパイクトラクション要素を
含む。この点について、そのようなトラクション要素は概して、フィントラクション要素
および隆起トラクション要素に関して前述された程度まで、アウトソール底面上に、縦方
向に、どのような方向にも伸びていない。代表的なスパイクトラクション要素は、例えば
、約10mm(0.39in)未満、例えば、約2mm(0.079in)～約8mm(0.31in)の円形または楕円形の
横断面区域にまたがる最も長い寸法にしか対応しない長さ方向に伸びている。
【００１９】
　スパイクトラクション要素は比較的短い長さにもかかわらず、かなりの高さを有しても
よく、この高さは、履物物品が垂直に置かれた時のトラクション要素に近接するアウトソ
ール底面の平面区域に対する、その最大突出部の寸法を指す。スパイクトラクション要素
の代表的な高さは約3mm(0.12in)より高く、例えば、約5mm(0.20in)～約15mm(0.59in)であ
る。この高さによって、1つまたは複数のスパイク要素は貫通可能な表面(例えば、土)の
上でトラクションを提供するという主目的を果たすことができる。特定の態様において、
少なくとも1つのスパイク要素、おそらく複数のスパイク要素、場合によってはスパイク
要素の全ての高さが、前記のように測定されるフィントラクション要素の全ての高さ、お
よび/または隆起トラクション要素の全ての高さより高い。そのような態様において、こ
の少なくとも1つのスパイク要素または複数のスパイク要素は、履物物品が垂直に置かれ
た時に、フィントラクション要素および/または隆起トラクション要素の全てより下に突
出してもよい。比較的貫通できない表面(例えば、コンクリート)の上に置かれている履物
物品の場合、および装用者が及ぼす下向きの力の非存在下では、この少なくとも1つのス
パイク要素または複数のスパイク要素は、この表面に接触している唯一のトラクション要
素でもよい。
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【００２０】
　特定のタイプのスパイクトラクション要素は共通の円の上にあってもよく、概ね、アウ
トソール底面にある位置から突出する円周スパイクトラクション要素を含む。好ましくは
、共通の円は、広がった屈曲ゾーンによって少なくとも部分的に規定されるアウトソール
底面のある特定の領域の中にある。従って、スパイクトラクション要素は、概ね同じまた
は類似した形状寸法および寸法を有する少なくとも3つの(例えば、3個、4個、5個、6個、
7個、8個、9個、または10個の)円周スパイクトラクション要素からなる「クラスター」と
して存在してもよい。一部の態様において、そのようなクラスターを含むスパイクトラク
ション要素は、ある特定の活動で遭遇する異なるプレー条件および/または要望に対応す
るために着脱可能でもよく、および/または異なるスパイクトラクション要素と交換可能
でもよい。
【００２１】
　ある特定の態様において、アウトソールは、下記のようにアウトソール底面の領域、お
よび/またはアウトソールの露出した内側側面もしくは外側側面のいずれにおいても、さ
らなる様々なトラクション要素を含んでもよい。
【００２２】
　図1は、一部の態様に従う靴101の外側側面図である。靴101は、ゴルファーが装用する
ことを目的とする靴でもよい。態様はまた、他の運動活動および非運動活動において使用
するための履物を含んでもよい。靴101はソール構造102を含む。ソール構造102の様々な
特有の特徴が以下で説明されるが、そのような説明は、ある特定の態様に従う特徴の例を
単に提供しているのにすぎない。
【００２３】
　ソール構造102はアウトソール103およびミッドソール104を含む。ソール構造102のこれ
らのおよび他の構成部品は以下でさらに説明される。他の態様において、ソール構造はア
ウトソールのみを含んでもよく、そのほか、別個のミッドソールを欠いてもよい。別個の
ミッドソールを含む態様では、ミッドソールは外部にあってもよく、例えば、アッパー10
5の外に位置し、靴の外部に見える露出した部分を有してもよい(例えば、靴101の態様)。
他の態様において、ミッドソールは内部にあってもよく、例えば、アッパーの中に位置し
てもよい。アウトソール103は靴101の底面全体をカバーしている。他の態様において、ア
ウトソールは底面全体をカバーしていなくてもよく、ミッドソールまたは他の靴構成部品
を露出する開口部を含んでもよい。さらに他の態様において、ソール構造は支持板および
/または他の構成部品を含んでもよい。靴101はまた、前述したアッパー105も含む。様々
な態様に従うソール構造を有する靴は様々なタイプのアッパーを含んでもよい。そのよう
なアッパーの詳細は、本明細書において開示されるソール構造を理解するのに適切でない
ので、アッパー105を図1に破線を用いて概略的に示した。屈曲ゾーンおよびトラクション
要素を含むアウトソール103の要素を以下で詳細に説明する。そのような要素は、例えば
、アウトソール103の内側側面に側方に伸びているトラクション要素を図示する図4の態様
のように側面図で見ることができる。他の態様では、そのようなトラクション要素は外側
側面に見ることができる。
【００２４】
　アウトソールの様々な場所は、アウトソールを含む靴を装用している人の対応する近接
する足骨によって特定してもよい。このように特定されたら、靴は、装用している足に正
しく合ったサイズであると考えられる。ソール構造のアウトソールまたは他の構成部品に
ついて言及している時に、「フォアフット(forefoot)」という名称は、一般的に、靴装用
者の足の中足骨および指節骨の下または近くの場所を指し、装用者の踵を越えて靴の最前
部まで伸びていてもよい。フォアフットは装用者の足の内側周辺端部または外側周辺端部
を越えて伸びていてもよい。「ミッドフット(midfoot)」という名称は、一般的に、装用
者の足の立方骨、舟状骨、内側楔状骨、中間楔状骨、および外側楔状骨の下または近くの
場所を指す。ミッドフットも、装用者の足の内側周辺端部または外側周辺端部を越えて伸
びていてもよい。「ヒンドフット(hindfoot)」という名称は、一般的に、ミッドフット領
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域から装用者の踵骨(かかとの骨)の下／近くに伸びている場所を指し、靴の最後部まで伸
びていてもよく、装用者の足の内側周辺端部または外側周辺端部を越えて伸びていてもよ
い。「フォアフット」、「ミッドフット」、および「ヒンドフット」という名称に対応す
る前述の場所のうち1つまたは複数が重複していてもよく、特定の解剖学的場所を言及す
ることによるアウトソール構成部品の説明は、その構成部品がその解剖学的領域全体をカ
バーしていることを必要としない。例えば、図2に関して下記で議論するように、屈曲ゾ
ーンは、平面区域が存在するのにもかかわらずフォアフット、ミッドフット、または他の
場所にわたって伸びていてもよく、トラクション要素も屈曲ゾーンの外側にもかかわらず
、これらの場所にあってもよい。
【００２５】
　図2は、アウトソール103の底面の詳細を示した、図1の履物物品の底面図である。この
図の態様において、第一の屈曲ゾーン210はアウトソール103の凹んだ細長いゾーンに対応
し、横方向に(すなわち、外側-内側方向に)伸びている。図2の態様において、第一の屈曲
ゾーン210は完全にアウトソール103のフォアフット領域を横切って伸びているが、他の態
様ではアウトソール103を部分的にしか横切って伸びてなくてもよい。例えば、第一の屈
曲ゾーン210は実質的に(すなわち、距離の大部分を)横切って伸びていてもよい。さらに
、第二の屈曲ゾーン212は第一の屈曲ゾーン210と交差しており、アウトソール103のフォ
アフット領域を横切って縦方向に(すなわち、トウ-ヒール方向に)、第一の屈曲ゾーン210
に関して実質的に交差するように伸びている。幅が、トウ端部250の近くにある一方の端
では狭いが、ミッドフット端部260の近くにあるもう1つの端では実質的に広くなる第二の
屈曲ゾーン212を示した。ミッドフット端部260において、第二の屈曲ゾーン212はアウト
ソール103の内側に向かって縦方向から横方向に湾曲する。第二の屈曲ゾーン212はその全
長にわたって同じ方向に伸びていないが、それにもかかわらず、その長さの大部分にわた
って、特に、第一の屈曲ゾーン210と交差している場合では縦方向に伸びており、従って
、本開示の目的のために縦方向に伸びている。概して、第二の屈曲ゾーン212は、上で定
義されたように少なくともトウ領域から(例えば、トウ端部250から伸びていてよい)、上
で定義されたようにフォアフット領域を通り、少なくとも部分的に、上で定義されたよう
にミッドフット領域に縦方向に伸びていてよい。
【００２６】
　第三の屈曲ゾーン214は第一の屈曲ゾーン210と同様に、横方向に、かつ少なくとも部分
的に(例えば、実質的または完全に)アウトソール103を横切って、第一の屈曲ゾーン210と
実質的に平行な方向に伸びている。第三の屈曲ゾーン214もフォアフット領域に位置して
いるが、第一の屈曲ゾーン210に比べてトウ端部250から遠くにある。図2の態様において
、第一の屈曲ゾーン210および第三の屈曲ゾーン214は両方とも第二の屈曲ゾーン212と交
差しているが、第一の屈曲ゾーンおよび第三の屈曲ゾーンは互いに交差していない。図4
に図示したように、完全にアウトソール103を横切って伸びている第一の屈曲ゾーンおよ
び第三の屈曲ゾーン210、214があるため、アウトソール103の中にあるこれらの刻み目が
、アウトソール103の内側側面に見える。
【００２７】
　第一の屈曲ゾーンおよび第二の屈曲ゾーン210、212は、内側周縁部235、外側周縁部240
、および第三の屈曲ゾーン214と共に、多数の領域（そこに前記のトラクション要素が、
トラクション、支え、および安定性の特性を付与するように配置され得る）を規定するよ
う交差しており、かつ必要に応じてこれらの領域におけるこれらの特性を変えるようにも
交差している。図2の態様において、例えば、第一の屈曲ゾーン、第二の屈曲ゾーン、お
よび第三の屈曲ゾーン210、212、214はアウトソール103を外側トウ領域A、内側トウ領域B
、前方外側フォアフット領域C、前方内側フォアフット領域D、後方外側フォアフット領域
E、および後方内側フォアフット領域Fに分ける。後方外側フォアフット領域および後方内
側フォアフット領域E、Fが上で定義されたように少なくとも部分的にミッドフット領域に
伸びていることは可能である。他の態様において、例えば、フォアフット領域が第一の屈
曲ゾーンおよび第二の屈曲ゾーン210、212によってのみ分けられ、第三の屈曲ゾーンによ
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って分けられていない場合、これらの屈曲ゾーンは、内側周縁部および外側周縁部235、2
40と組み合わせて領域A～Dのみを規定し、EおよびFを規定しなくてもよい。この場合、前
方外側フォアフット領域および前方内側フォアフット領域C、D(そのような態様では、単
に外側フォアフット領域Cおよび内側フォアフット領域Dと呼ばれることが多い)が、上で
定義されたように少なくとも部分的にミッドフット領域に伸びていることは可能である。
これらの態様のいずれにおいても、フィントラクション要素は、A～Dより選択される、ま
たはそのほかA～Fより選択されるこれらの領域の少なくとも2つに有利に含まれ、これら
の領域の縁は屈曲ゾーンと組み合わせてアウトソールの周縁部によって少なくとも部分的
に規定されるが、多くの態様では完全に規定される。
【００２８】
　図2の特定の態様において、さらなる屈曲ゾーン、特に、実質的に直角に交差している
、横方向に伸びているヒンドフット屈曲ゾーン216と縦方向に伸びているヒンドフット屈
曲ゾーン218が、ヒンドフット領域をさらなる複数の領域へと分割し、これらの領域は、
内側周縁部および外側周縁部235、240と組み合わせて屈曲ゾーン216、218によって同様に
規定される。すなわち、これらの領域は、前方外側ヒール領域G、前方内側ヒール領域H、
後方外側ヒール領域I、および後方内側ヒール領域Jである。図2の態様において、横方向
に伸びているヒンドフット屈曲ゾーン216は第一の屈曲ゾーンおよび第三の屈曲ゾーン210
、214と同様にアウトソール103を完全に横切って伸びている。縦方向に伸びているヒンド
フット屈曲ゾーン218は一方の端ではヒール端部275まで完全に伸びており、その反対端で
はヒンドフット領域で終わっている。示したように、フィントラクション要素290は後方
外側ヒール領域Iおよび後方内側ヒール領域Jならびに前方内側フォアフット領域Dおよび
外側トウ領域Aに含まれる。フィントラクション要素のこの特定の構成はゴルフスイング
の回転ゾーンにおいて「トラック型(track-type)」形状寸法を有利に付与し、それによっ
て、装用者の自然なゴルフスイング動作をさらに容易にして、なめらかに移行させる。領
域A、D、I、およびJは、ゴルフスイングの間に、かなりの回転力および多種多様な圧力を
受けることが見出されている。本明細書に記載の他の態様に加えて、図2の態様における
フィントラクション要素290の構成によって、これらの領域におけるトラクションおよび
安定性を両方とも強化することができる。
【００２９】
　アウトソール103の領域を規定する屈曲ゾーンおよびアウトソール103の領域にあるトラ
クション要素(例えば、フィントラクション要素)は、寸法を含む任意の特性または特性の
任意の組み合わせを、これらの特徴に関して前述されたように有してもよい。前述のよう
に、屈曲ゾーンの深さまたはトラクション要素の高さは、トラクション要素に近接するア
ウトソール底面の平面区域を基準にして測定してもよい。例えば、前方内側フォアフット
領域Dにおけるフィントラクション要素290の高さ、および第一の屈曲ゾーン210の深さは
、近接する平面区域295に対して測定してもよい。
【００３０】
　図2にも示したように、アウトソール103の底面は、少なくとも、屈曲ゾーンの部分(例
えば、最大深さの部分)に対応する場所に、ミッドソール材料がこれらの場所において露
出するように開口部500を含んでもよい。図2において、ミッドソール材料が露出している
屈曲ゾーンの場所に対応する、アウトソール103の穴のあいた区域には陰影がついている
。これらの場所は、2つ以上の屈曲ゾーンの交差点の全区域の一部を含んでもよい。開口
部500はミッドソール材料が露出していてもよく、柔軟性を向上させるために組み込まれ
てもよい。図2の態様または本明細書に記載の他の態様におけるソール構造のミッドソー
ル構成部品は1つまたは複数のパーツを構成してもよく、装用者の足の足底全体または1つ
もしくは複数のその一部をカバーするように伸びていてもよい。他のミッドソール構築物
が可能であるが、本発明の一部の例によれば、ミッドソール構成部品の一部または全ては
、発泡体材料(例えば、エチレン酢酸ビニル(「EVA」)発泡体、ポリウレタン発泡体、フィ
ロン(phylon)発泡体、またはフィライト(phylite)発泡体)を含んでもよい。本発明の一部
のより具体的な例では、ミッドソール構成部品の少なくとも一部分は、0.25g/cm3未満の
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密度(一部の例では、0.2g/cm3未満、0.075～0.2g/cm3の範囲内、さらには0.1～0.18g/cm3

の範囲内の密度)を有する発泡体材料から作られる。必要に応じて、発泡体材料は、中に
規定されている1つもしくは複数の開口部および/またはそこに含まれる別の衝撃力を弱め
る構成部品、例えば、流体充填ブラダ(fluid-filled bladder)を含んでもよい。本発明の
ある特定の態様において、ミッドソール構成部品全体が、この軽量発泡体材料(例えば、
前記の密度特徴を有する)を構成し、装用者の足全体(例えば、足底全体)を支えるように
伸びている。
【００３１】
　代表的な例によれば、ミッドソール構成部品の少なくとも一部は、例えば、米国特許第
7,941,938号に記載のように2パーツの発泡体構成部品(例えば、硬く、密度が高く、耐久
性が高い発泡体キャリアまたはシェルの中に、軟らかく、密度が低く、耐久性が低く、か
つ軽量の発泡体インサートまたはコアが設けられている)から作られてもよく、この特許
は全体が参照により本明細書に組み入れられる。図2に示したように1つまたは複数の2パ
ーツ構成部品がソール構造に存在する場合、アウトソール底部にある露出したミッドソー
ル発泡体材料は、硬く、密度が高く、耐久性が高い発泡体キャリアまたはシェル(例えば
、従来のフィロンまたはEVA)を構成してもよいが、他の構造または配列が可能である。な
おさらなる例として、必要に応じて、ミッドソール構成部品の少なくとも一部分は、NIKE
, Inc., Beaverton, Oregonから入手可能な履物製品のLUNARファミリーの中にある発泡体
材料および/または発泡体構成部品から作られてもよい。
【００３２】
　ゴルフスイング中の足の動きの全範囲にわたるトラクションおよび安定性の提供は、一
部の態様では、アウトソール103の露出した内側側面および/または外側側面から外に突出
する、側方に伸びているフィントラクション要素を用いることによってさらに補われても
よい。代表的な側方に伸びているフィントラクション要素を、露出した内側側面の前部(
フォアフット領域に対応する)を示す図4の内側側面図に示した。履物物品が直立位置にあ
る場合に、第一の側方に伸びているフィントラクション要素890'は実質的に水平線の方向
に突出している。第二の隣接する側方に伸びているフィントラクション要素890''は、水
平線から下向きに傾斜した角度で伸びている。これらの側方に伸びているフィントラクシ
ョン要素890'、890''は協力して、ゴルフスイング中に装用者の足が行う「回転」全体を
通して比較的一定したレベルのトラクションおよび安定性を提供する。これらの側方に伸
びているフィントラクション要素890'、890''は、フィントラクション要素に関して前述
され、図2に示されたように寸法(例えば、長さ寸法)を含む特性を有する。しかしながら
、側方に伸びているフィントラクション要素890'、890''は(下向きではなく)外向きに伸
びており、特に、アウトソールの周縁部を越えて伸びているので、側方に伸びているフィ
ントラクション要素890'、890''の高さは、トラクション要素に近接する露出した対応す
る内側側面または外側側面の平面区域(図4の895)を基準にして求められる。図4の態様に
おいて、側方に伸びているフィントラクション要素890'、890''はアウトソールの周縁部
を越えて伸びており、この近接周縁部は前方内側フォアフット領域(図1のD)に接する。他
の態様において、他の側方に伸びているフィントラクション要素に近接する周縁部は、前
記のように任意の領域A～Jを含む他の領域または領域の任意の組み合わせに接してもよい
。例えば、(図4に図示したように)前方内側フォアフット領域Dの外にあるが、前方外側フ
ォアフット領域Cの外にもある側方に伸びているフィントラクション要素は、履物物品の
フォアフット領域全体の端から端まで外側-内側回転動作の全範囲にわたって望ましいト
ラクションおよび安定性を提供することができる。
【００３３】
　図3に図示したアウトソール前部の底面図は、図2の態様におけるフォアフット領域およ
びミッドフット領域にある領域A～Fの詳細図を示す。外側トウ領域Aおよび前方内側フォ
アフット領域Dの両方における複数のフィントラクション要素290を用いて、優れた安定性
特徴、特に、ゴルフスイングに付随する足動作に関する優れた安定性特徴が得られる。図
3の態様において、フィントラクション要素290は、他のタイプのトラクション要素、すな
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わち、隆起トラクション要素292およびスパイクトラクション要素294を基準にして外側ト
ウ領域Aの中心に配置されている。この領域において、フィントラクション要素290は、第
二の屈曲ゾーン212と実質的に平行な、実質的に縦方向に(すなわち、トウ-ヒール方向に)
伸びているか、またはそうでなければ、外側周縁部240に近接した末端が反対端に対して
トウ端部250から遠く離れているように角度が付いている。この態様に従う前方内側フォ
アフット領域Dにおいて、フィントラクション要素290は存在する唯一のタイプであり、内
側周縁部235に近接した末端が反対端に対してトウ端部250から遠く離れているように角度
が付いている。
【００３４】
　図3の態様などの本発明の一部の態様において、複数のフィントラクション要素290を含
む、A～Dの領域の少なくとも1つ(例えば、内側トウ領域Bおよび/または前方外側フォアフ
ット領域C)は、少なくとも1つの他のタイプのトラクション要素、例えば、複数の隆起ト
ラクション要素292をさらに含む。フィントラクション要素290を含む領域(例えば、Aおよ
びD)の場合、これらの隆起トラクション要素の少なくとも1つは、フォアフット領域の中
の屈曲ゾーン210、212、214によって規定される、これらの領域A、Dの近接縁でもよい。
例えば、図3の態様において、ある特定の隆起トラクション要素292aは領域Aの内側縁に近
接し、より具体的には第一の屈曲ゾーンおよび第二の屈曲ゾーン210、212によって規定さ
れる縁に近接する。このように、さもないと履物物品と地面との間の接触を小さくする屈
曲ゾーン210、212、214の近くにおいて、アウトソール103の良好なトラクションが維持さ
れる。
【００３５】
　図5は、屈曲ゾーン210、212、214、216、および218;領域A～I;フィントラクション要素
290;隆起トラクション要素292;スパイクトラクション要素294;ならびに本態様では図5の
図において見える側方に伸びているフィントラクション要素890''を含む、図2～4に関し
て前述された他の特徴を含む、アウトソール103の底面の詳細を図示する。図2～4に示し
た円周スパイクトラクション要素294'ではなく、図5は、前述のように着脱可能および/ま
たは交換可能であり得る、そのような要素または他のトラクション要素のためのレセプタ
クル394を図示する。従って、これらの要素は着脱可能なクリートの形をとってもよく、
例えば、図2～3の態様に従って、6つの円周スパイクトラクション要素294'からなるクラ
スターの形をとってもよい。図5のレセプタクル394は、ねじが切ってある穴、カム、また
はターンバックル型かみ合いを含む任意の望ましいクリート係合技術を用いて、複数のそ
のような着脱可能なクリートと係合するように適合されている。
【００３６】
　図2に図示した態様と比較して、別の違いは、概ね平面の区画295の2次元形状全体にあ
り、概ね平面の区画295からトラクション要素が突出することができ、概ね平面の区画295
の下に屈曲ゾーンが凹んでいてもよい。A～Iの全ての領域にある平面区域295は概して、
実質的にアウトソールプレートに関連した共通の面にあってもよい。アウトソールプレー
トは、図2の態様に図示したように非対称的な2次元形状を有してもよい。図2の底面図で
は平面区域295は靴の外側に向かって広がり、それによって、外側と比較して内側に靴ア
ッパー105の比較的大きな部分が見える。または、アウトソールプレートは、図5の態様に
図示したように実質的に対称的な2次元形状を有してもよい。図5の底面図では、平面区域
295はミッドフットを横切って中心に伸びており、それによって、内側および外側に靴ア
ッパー105の比較的等しい部分が見える。図5の態様におけるより対称的な底面または平面
区域295は、当技術分野において公知のように、電子モジュール(示さず)、例えば、歩数
計または「NIKE+(商標)」チップを含む他の活動モニターもしくはチップを収容または収
納するためにより適している可能性がある。
【００３７】
　図1および2から、領域A～Dが全てフィントラクション要素290を含むとは限らないこと
も理解することができる。もっと正確に言うと、一部の態様では、外側トウ領域A、内側
トウ領域B、前方外側フォアフット領域C、前方内側フォアフット領域Dより選択される少
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なくとも1つの領域はフィントラクション要素を含まない。図1および2の態様において、
領域BおよびCは両方ともそのようなトラクション要素を含まない。どのような場合でも、
フィントラクション要素を含まない領域は、別のタイプのトラクション要素の1つまたは
複数、例えば、1つまたは複数のスパイクトラクション要素、1つまたは複数の隆起トラク
ション要素、またはそのほか様々なトラクション要素タイプの組み合わせを含んでもよい
。特定の態様において、フィントラクション要素を含まない領域は、前記のように3つ以
上の円周スパイクトラクション要素を有する。例えば、図2の態様において、内側トウ領
域Bおよび前方外側フォアフット領域Cはフィントラクション要素を欠いているが、隆起ト
ラクション要素292およびスパイクトラクション要素294を両方とも含む。さらに、これら
の領域B、Cのそれぞれにあるスパイクトラクション要素294は前記の円周スパイクトラク
ション要素294'からなるクラスターを含む。従って、さらなる態様において、内側トウ領
域Bおよび前方外側フォアフット領域Cはそれぞれ少なくとも3つの円周スパイクトラクシ
ョン要素294'を含み、これらの領域B、Cは、そうではなくまたは追加で、複数の(例えば
、2つ、3つ、または4つの)隆起トラクション要素292を含んでもよい。
【００３８】
　フィントラクション要素を含まない領域B、Cにある隆起トラクション要素292の場合、
これらの隆起トラクション要素の少なくとも2つは、フォアフット領域にある屈曲ゾーン2
10、212、214によって規定される、これらの領域B、Cの近接縁でもよい。例えば、図3の
態様において、2つの隆起トラクション要素292は領域Cの内側縁に近接し、これらの隆起
トラクション要素の1つ292cは、第一の屈曲ゾーンおよび第二の屈曲ゾーン210、212によ
って規定される縁に近接し、これらの隆起トラクション要素のもう1つ292dは、第二の屈
曲ゾーンおよび第三の屈曲ゾーン212、214によって規定される縁に近接する。このように
、ゴルフスイングに伴う体重移動中に足を安定させるのを助けるフィントラクション要素
290を含まない領域は、それにもかかわらず、さもないと履物物品と地面との間の接触を
小さくする屈曲ゾーン210、212、214の近くにおいてアウトソール103の良好なトラクショ
ンを維持するのに役立つことができる。
【００３９】
　多くの場合、スパイクトラクション要素294、特に、円周スパイクトラクション要素294
'が歩行中の装用者に主なトラクション源を提供することが望ましい場合がある。従って
、そのような円周スパイクトラクション要素294'が用いられる時、円周スパイクトラクシ
ョン要素294'の少なくとも1つ、好ましくは一部さらには全ては、前記のように(すなわち
、アウトソール底面の概ね平坦な、かつ近接する区域に対する)ある高さまで伸びており
、この高さは同じ領域の中の他の全てのトラクション要素の高さより高い。他の態様にお
いて、円周スパイクトラクション要素294'のこの高さは、アウトソール103の上にある複
数のフィントラクション要素290の全ての高さより高い。さらにより特定の態様では、円
周スパイクトラクション要素294'のこの高さはアウトソール103の他の全てのトラクショ
ン要素の高さより高く、それによって、履物物品が表面に静止した直立姿勢で配置された
時に(すなわち、装用されていない状態で、従って、装用者の体重の下向きの力のために
変形していない状態で)、円周スパイクトラクション要素294'は平らな、かつ貫通不可能
な表面に接触するが、他のトラクション要素は接触しない。円周スパイクトラクション要
素294'の上記の特性はまた本明細書に記載のA～Jの領域の全てにあるものにもあてはまる
。例えば、図2の態様では、前方外側ヒール領域および前方内側ヒール領域G、Hにも(例え
ば、少なくとも3つの)円周スパイクトラクション要素294'が存在する。
【００４０】
　アウトソール103は、運動用履物のアウトソールに一般的に用いられる様々な材料のう
ち任意のもので作られていてもよい。そのような材料には、合成ゴム、「グリーン」ゴム
、熱可塑性ポリウレタン(TPU)などが含まれる。いくつかの態様において、一部または全
てのトラクション要素に高デュロメーター材料が用いられてもよく、アウトソールの他の
パーツに低デュロメーター材料が用いられてもよい。図1では、アウトソール103はミッド
ソール104に結合されている。ミッドソール104(図1)は、圧縮エチレン酢酸ビニル(EVA)発
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泡体(「Phylon」としても知られる)、発泡TPU、またはその他の材料で形成されていても
よい。
【００４１】
　アウトソール、例えば、アウトソール103および本明細書に記載の他の態様に従う他の
アウトソールは、ゴルフプレー中にいくつかの利点を提供することができる。バックスイ
ングの間に、プレーヤーは典型的にはリーディングフット(leading foot)を外側から内側
に回転させ、トレーリングフット(trailing foot)を内側から外側に回転させる。ダウン
スイングおよびフォロースルーの間に、リーディングフットが内側から外側に回転する時
に、トレーリングフットは外側から内側に回転する。トラクション要素および様々な領域
に位置しているトラクション要素タイプの組み合わせを含む、前記の様々なアウトソール
特徴は、有利に、(i)バックスイングの最上部でトレーリングフットを安定させ、ダウン
スイングおよびフォロースルーの間にリーディングフットを安定させるのに役立つ、(ii)
バックスイングの最上部でリーディングフットを安定させ、ダウンスイングの初期部分の
間にトレーリングフットを安定させるのに役立つ、ならびに/または(iii)足が内側まで回
転するのを止めるのに役立つ。屈曲ゾーンはまた正しい足の回転を容易にし、足が回転し
ている間に快適さを向上させる。
【００４２】
　スイングはゴルフプレーの重要な部分であるが、ゴルファーは歩行に多くの時間を費や
すことがある。場合によっては、ゴルファーは、潜在的に滑りやすい表面(例えば、ぬれ
た草、砂、坂道、および丘など)を歩くことが求められる場合がある。隆起トラクション
要素およびフィントラクション要素は歩行中に装用者に推進トラクションを提供する。ス
パイクトラクション要素はタブトラクション要素より小さな推進トラクションを提供する
が、小さな横断面を有し、地面への容易な貫通を可能にする。屈曲ゾーンは歩行中の足の
自然な屈曲を可能にし、快適さを向上させる。
【００４３】
　1つまたは複数の態様が、本明細書に記載の多数の利益および利点のうちのいずれかを
提供する、屈曲ゾーンおよびトラクション要素を含む多数の特徴を有するアウトソールに
向けられる。当業者は、本開示から得られる知識をもってすれば、本発明の範囲から逸脱
することなく、これらのアウトソールに、様々な変更を加えることができることを認める
だろう。例えば、他の態様には、アウトソール103の態様の非常に多くのさらなるバリエ
ーションが含まれる。フィントラクション要素、隆起トラクション要素、および円周スパ
イクトラクション要素を含むスパイクトラクション要素の数、配置、および配列を変える
ことができる。一部の態様において、例えば、隆起トラクション要素および/またはスパ
イクトラクション要素は、第二の縦方向に伸びている屈曲ゾーンによって分けられる外側
または内側にのみ含められる。隆起トラクション要素およびフィントラクション要素の構
成も変えることができる。例として、隆起トラクション要素および/またはフィントラク
ション要素は鋸歯状の端部を有してもよく、セグメントに埋め込まれた中間ボスまたはス
タッドなどを含んでもよい。円周スパイクトラクション要素の集まりを含むスパイクトラ
クション要素の形状、配列、および数も変えることができる。他のタイプのトラクション
要素を含めることができる。1つまたは複数の屈曲ゾーンが省かれる場合がある。
【００４４】
　以上の態様の説明は例示および説明の目的で呈示したものである。以上の説明は網羅的
であること、または、本明細書において明示的に説明または言及した厳密な形態に態様を
限定することを意図しない。前述の教示を考慮すれば修正およびバリエーションが可能で
あり、または、様々な態様の実施から修正およびバリエーションが得られ得る。本明細書
において説明された態様は、当業者がこれらおよび他の態様を、企図される具体的な使用
に適するように様々な修正を加えて作製および使用できるよう、様々な態様およびそれら
の実際的な適用の原理および内容を説明する目的で選択および説明したものである。前述
の態様の特徴の置換は、いかなるものもすべて、本発明の範囲内である。特許請求の範囲
において、特許請求される物品の装用者に関連した、または特許請求される物品の装用中
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に実施可能な活動に関連した物理的要素の特性への言及は、特許請求の範囲を満たすため
に、物品を実際に装用することまたは参照された活動を行うことを必要としない。

【図１】 【図２】
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